
畢

霊

界

展

移

住

と

流

通

斯

波

信

義

一
問
題
の
背
景

二
社
曾
統
合
解
析
法

ω
親
族
・
遁
婚
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

帥
「
交
換
」
の
ノ
l
ダ
ル
・
シ
ス
テ
ム

三
移
住
・
流
通
を
め
ぐ
る
研
究

ω
移
住
史
の
展
望

的
一
六
世
紀
以
降
を
中
心
に

付
最
近
の
成
果
若
干

お

わ

り

に

問

題

の

背

景
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ν
ス
ト
ヲ
タ
チ
-
a
u
uF

〆

移
住
に
せ
よ
流
通
に
せ
よ
、
社
舎
文
化
や
経
済
の
生
成
と
褒
展
、
再
編

そ
し
て
襲
容
と
い
う
一
貫
プ
ロ
セ
ス
に
深
く
か
か
わ
る
重
要
な
テ
l
マ
で
あ

る
。
雨
者
は
人
が
濠
墳
に
遁
態
す
る
際
に
つ
く
り
出
す
組
織
や
結
節
の
仕
組
み

ゃ
陸
系
に
関
係
す
る
。
社
曾
の
諸
単
位
は
互
い
に
相
互
依
存
の
シ
ス
テ
ム
の
リ

ン
ク
を
む
す
び
、
時
の
経
過
や
祉
曾
空
聞
の
庚
が
り
の
な
か
で
螺
旋
獄
、
周
期

獄
に
リ
ン
ク
の
有
機
性
を
深
め
、
全
健
社
曾
を
集
約
に
導
く
。
事
象
の
タ
テ
方

向
の
流
れ
の
整
序
に
お
も
な
関
心
を
梯
う
歴
史
家
の
多
く
は
、
こ
れ
ま
で
し
ば

し
ば
こ
れ
ら
は
マ
イ
ナ
ー
で
周
迭
問
な
話
題
と
片
附
け
て
き
た
。
本
格
的
な
ロ

ー
カ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
育
生
も
蓄
積
も
お
く
れ
て
い
る
中
園
祉
舎
史
分
野
で

は
、
移
住
や
流
通
に
取
り
組
む
参
照
枠
も
十
分
で
な
か
っ
た
。

だ
が
近
三

O
年
来
、
知
的
探
究
上
の
知
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
や
分
析
方
法
の
ギ
ャ

ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
の
、
「
問
題
史
」
上
の
テ

1
7
と
い
う
省
察
と
自
売
を
伴

な
い
な
が
ら
、
移
住
や
流
通
を
捲
き
込
ん
だ
祉
曾
経
済
の
未
知
の
領
域
に
つ

き
、
あ
た
ら
し
い
素
材
や
視
角
や
手
法
を
駆
使
し
た
内
外
の
重
要
な
論
著
が
期

せ
ず
し
て
績
出
し
は
じ
め
、
洞
察
性
に
富
む
.
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
の
い
く
つ
か
が

蓄
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
筆
者
は
ま
だ
全
世
の
成
果
を
掌
擾
し
消
化
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
以
下
に
ま
ず
こ
れ
ら
の
新
地
卒
の
動
向
の
背
後
を
考
え
、
つ

い
で
成
果
の
到
達
貼
を
展
望
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ヒ
久
》
リ
晶
n
tw

デ
巷
〆
ラ
フ

イ

ー

フ

ォ

ー

マ

ル

忌

コ

ノ

Z
ク
タ
ス

さ
て
、
移
住
は
歴
史
人
口
準
、
流
通
は
公
式
経
済
回
目
干
の
サ
プ
・
テ

ー
マ
と
見
立
て
る
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
分
断
に
従
う
限
り
は

爾
者
の
接
黙
も
、
背
後
の
複
合
関
係
も
見
え
に
く
い
。
雨
者
は
同
具
盤
的
な
祉

舎
経
済
諸
単
位
の
枠
内
で
の
祉
曾
諸
関
係
、
お
よ
び
似
祉
舎
経
済
諸
車
位
と
そ

れ
ら
の
祉
禽
漫
境
の
相
互
関
の
杜
曾
諸
関
係
、
と
い
う
、
二
つ
の
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
(
文
脈
〉
に
お
け
る
「
祉
舎
関
係
」
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
際
、
人
類

皐
者
が
考
え
る
環
境
と
は
、
よ
り
底
を
ひ
ろ
く
、
祉
舎
と
物
理
環
境
お
よ
び
そ

の
雨
者
を
つ
な
ぐ
技
術
、
つ
ま
り
文
化
生
態
を
ひ
き
く
る
め
る
も
の
で
あ
い
引
戸

ス
タ
ン
ス
と
し
て
は
経
済
人
類
皐
、
経
済
枇
舎
皐
、
社
舎
人
類
皐
の
硯
貼
を
援

用
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
覗
野
が
ど
う
役
立
つ
の
か
を
見
る
前
に
、
マ
ク
ロ
祉
曾
事
象
の
観

察
に
長
じ
て
い
る
祉
禽
畢
者
は
、
い
っ
た
い
移
住
や
流
通
を
、
封
象
と
し
て
ど

-131ー
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う
位
置
づ
け
て
い
る
か
を
例
示
し
よ
う
。
一
口
に
い
え
ば
雨
者
は
と
も
に
祉

イ
Y
テ
グ

ν

I

N

V

E

Y

ν

ダ
イ
ス
ト
リ
ピ
ユ

1
u
v
E
Y

曾
統
合
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
の
再
配
分
過
程
と
い
う
「
入
れ
子
」
に
枚
ま

る
。
ち
な
み
に
祉
曾
統
合
の
お
も
な
局
面
と
は
、

ω人
的
資
源
つ
ま
り
人
口
、

階
層
配
分
・
職
業
配
分
、
階
層
化
と
技
能
、
帥
定
住
様
式
つ
ま
り
農
村
定
住
、

都
市
定
住
、
都
市
階
層
、
付
組
織
構
造
つ
ま
り
家
族
組
織
、
中
聞
社
舎
組
織
、

y
y
ア

ル

星

電

ピ

リ

テ

イ

マ

1
ケ
テ
イ
ン
〆

園
家
組
織
、
村
再
配
分
過
程
つ
ま
り
祉
曾
移
動
、
移
住
、
一
商
品
流
通
組
織
、

納
入
間
関
係
つ
ま
り
契
約
志
向
性
、
権
威
の
序
列
、
に
ひ
ろ
く
わ
た
る
も
の
で

あ
る
。こ

れ
ら
の
局
面
は
、
さ
ら
に
政
治
構
造
の
諸
局
面
、
経
済
の
構
造
や
成
長
の

諸
局
面
、
知
識
や
数
育
の
諸
局
面
と
彼
此
参
照
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
全
韓
が
、
そ
し
て
全
鐙
と
部
分
と
の
有
機
関
連
が
み
え
て
く
る
こ
と

)

ト

ー
タ
リ
テ
イ

に
な
る
。
こ
う
し
た
剣
断
の
裏
に
は
「
全
位
性
」
へ
の
問
い
、
ま
た
個
々
の
皐

イ
γ
タ
1
ダ
イ
ペ

γ
グ

γ
M
V
イ

位
や
要
素
の
「
相
互
依
存
性
」
の
濃
淡
や
疎
密
に
向
け
て
の
関
心
が
介
在
す

る
。
そ
し
て
無
告
の
民
を
含
め
た
人
関
全
世
の
歴
史
を
問
題
と
す
る
。
傑
出
し

た
歴
史
家
な
ら
ば
、
ま
わ
り
く
ど
い
右
の
観
察
法
や
参
照
枠
に
頼
ら
ず
と
も
、

描
潟
記
述
の
手
法
の
み
で
慈
眼
に
も
全
陸
性
や
有
機
関
連
を
洞
察
す
る
の
だ

が
、
こ
れ
は
え
て
し
て
例
外
に
属
す
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

古
代
ギ
リ
シ
ア
人
が

「
政
治
的
動
物
」
な
ら
、
「
祉
禽
的
動
物
」
に
見
立
て

ら
れ
る
中
園
人
は
、
数
千
年
の
文
明
の
毅
迷
の
な
か
で
、
複
合
的
な
祉
曾
文
化

を
つ
く
り
育
て
て
き
た
。
こ
の
早
熱
的
で
高
度
に
複
合
し
た
粧
品
聞
と
そ
の
濁
自

の
歴
史
に
劉
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
な
か
ん
ず
く
帯
閣
総
鐙
の
歴
史
、
中
央

部
の
諸
制
度
の
解
析
に
意
を
用
い
、
共
通
属
性
や
標
準
的
設
展
の
連
鎖
の
設
明

と
分
析
を
特
色
と
し
て
き
た
。
経
済
史
家
は
集
合
デ
ー
タ
に
取
り
組
み
、
歴
史

家
は
宮
廷
の
政
策
を
迫
い
、
位
曾
筆
者
は
中
央
官
僚
制
と
エ
リ
ー
ト
の
祉
曾
移

動
に
注
目
し
、
政
治
史
家
は
園
政
や
閣
制
に
照
明
を
あ
て
て
き
た
。
お
か
し
な

こ
と
に
、
世
界
で
も
最
大
規
模
の
中
園
祉
曾
は
一
枚
岩
で
同
質
で
あ
る
か
の
ご

と
く
に
語
ら
れ
つ
づ
け
て
き
た
。
唯
一
の
例
外
は
人
類
閉
学
者
で
あ
り
、
僻
村
や

田
舎
町
に
取
り
組
ん
だ
。
だ
が
切
り
と
ら
れ
局
限
さ
れ
た
祉
禽
に
つ
い
て
の
全

鎧
性
は
究
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
代
償
に
鳥
廠
園
が
失
わ
れ
た
。
こ
こ
に
存
す
る

明
ら
か
な
分
析
ギ
ャ
ッ
プ
、
知
識
情
報
ギ
ャ
ッ
プ
に
射
し
、
過
度
に
大
雑
把
で

も
特
殊
的
で
も
な
い
、
実
質
的
で
賀
り
ゆ
た
か
な
知
識
の
鎧
系
を
得
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
上
の
改
善
と
資
料
鐙
系
の
整
序
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。

一
九
七
九
年
以
後
の
中
園
の
開
放
姿
勢
へ
の
縛
換
を
機
に
、
内
外
の
研
究
者

は
親
し
く
中
園
祉
舎
を
寅
地
に
鐙
験
し
て
観
察
を
深
め
、
歴
史
家
も
人
類
皐
者

も
橋
案
資
料
を
自
に
し
、
調
査
や
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
寅
施
し
、
現
地
問
学
者
と
討

論
や
合
作
を
す
る
と
い
う
劃
期
的
な
研
究
扶
況
の
努
化
が
到
来
し
た
。
新
鐙
験

や
知
識
を
葱
知
識
と
接
合
さ
せ
、
上
に
の
ベ
た
ギ
ャ
ッ
プ
を
現
今
の
歴
史
意
識

に
関
わ
ら
せ
て
埋
め
て
ゆ
く
に
蛍
り
、
標
題
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
な
参
照
枠

が
存
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

-132ー

社
曾
統
合
解
析
法

)
 

J
ぺ4(
 
親
族
・
通
婚
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

右
の
話
題
に
か
か
わ
る
方
法
的
省
察
は
、
一
九
三

0
年
代
か
ら
は
じ
ま
っ
て

い
た
。
中
園
本
土
と
い
う
複
合
的
奮
文
明
社
曾
に
人
類
撃
、
祉
曾
阜
の
分
析
法

を
遁
用
し
よ
う
と
す
る
欧
米
・
中
・
日
間
学
者
の
試
み
の
な
か
で
、
英
図
の
祉
曾

人
類
皐
者
R
・
フ
ァ
l
ス
は
、
「
全
鐙
性
」
と
「
個
別
特
殊
性
」
と
の
相
関
性

の
摘
出
を
容
易
に
す
る
方
策
と
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
・
ソ
シ
オ
ロ
ジ
l
の
手
法
を

提
唱
し
た
。
調
査
方
法
は
人
類
皐
の
長
所
を
生
か
す
が
、
理
論
構
成
は

E
大
社

曾
の
観
察
と
分
析
に
ふ
さ
わ
し
い
マ
ク
ロ
・
ソ
シ
オ
ロ
ジ
カ
ル
な
枠
組
み
を
用
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い
る
と
い
う
折
衷
皐
際
手
法
の
す
す
め
で
あ
り
、
後
縫
者
の

M
・
フ
リ
ー
ド
マ

ン
は
、
時
勢
の
制
約
の
下
、
香
港
の
新
界
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
こ
の
手
法
を

意
識
し
て
調
査
を
重
ね
た
。

か
れ
ら
の
祉
舎
統
合
を
め
ぐ
る
調
査
と
研
究
の
焦
貼
は
親
族
と
遁
婚
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
も
と
も
と
現
代
ア
フ
リ
カ
祉
舎
に
つ
い
て
人
類
皐
的
手
法

で
抽
出
さ
れ
た
リ
ニ
l
ジ
・
モ
デ
ル
を
文
明
の
来
歴
の
古
い
中
園
祉
曾
で
の
分

析
で
参
照
す
る
に
嘗
り
、
リ
ニ
l
ジ
概
念
を
幅
庚
く
柔
軟
に
捉
え
、
ひ
ろ
く
親

族
や
婚
姻
と
人
口
皐
的
動
態
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
歴
史
拳
や
祉
曾
皐
の
知
識

と
の
閥
濯
、
さ
ら
に
リ
ニ

l
ジ
を
下
か
ら
支
え
る
「
家
」
レ
ヴ
Z

ル
の
生
産
・

再
生
産
を
め
ぐ
る
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
や
、
財
産
制
と
慣
習
の
関
係
や
、
世
帯
・
家

族
・
農
一
商
工
経
営
艦
・
居
住
集
圏
と
の
関
係
や
ら
を
庚
く
視
野
に
牧
め
る
こ
と

が
設
か
れ
た
。
な
か
ん
ず
く
フ
リ
ー
ド
マ
ン
は
庚
く
多
角
な
観
野
に
立
ち
歴
史

と
の
封
話
を
力
説
し
寅
践
し
た
ひ
と
り
で
あ
る
。

東
南
ア
ジ
ア
華
僑
の
考
察
か
ら
限
を
僑
郷
の
香
港
そ
し
て
背
後
の
東
南
部
中

園
祉
曾
に
及
ぼ
し
た
か
れ
は
、
特
定
の
り
ニ
l
ジ
が
入
抽
惜
し
土
着
し
分
節
化
し

て
勢
力
を
扶
績
す
る
経
過
の
な
か
で
、
親
族
、
通
婚
、
コ
ー
ポ
レ
l
シ
ョ
ン
、

族
譜
、
族
産
、
洞
堂
な
ど
が
一
陸
と
な
っ
て
集
固
化
と
分
節
化
を
セ
メ
ン
ト
す

る
状
況
を
モ
デ
ル
化
し
た
。

塞
間
そ
し
て
七
九
年
以
後
は
本
土
で
行
な
わ
れ
て

い
る
内
外
皐
者
の
後
績
研
究
は
、
一
方
で
そ
デ
ル
に
阻
節
す
る
偏
差
を
肇
割問、

華
北
、
西
迭
で
見
出
し
て
参
照
枠
の
洗
練
を
求
め
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
読
く
リ

ニ
1
ジ
・
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
基
本
的
に
は
東
南
部
中
園
に
受
賞
性
が
高
い
と
受
け

と
め
て
い
る
が
、
し
か
し
、
普
遍
的
な
大
枠
と
し
て
歴
史
家
や
人
類
皐
者
の
関

連
の
研
究
を
ガ
イ
ド
す
る
位
置
に
あ
る
と
評
債
づ
け
る
こ
と
に
渡
り
は
な
い
。

J
・
グ
ッ
デ
ィ
の
近
著
『
東
洋
的
、
古
代
的
、
原
初
的
な
る
も
の
|
ユ
ー
ラ
シ

ア
前
近
代
社
舎
に
お
け
る
婚
姻
と
家
族
』
及
び

P
・
イ
プ
リ
ィ
、

J
・
ワ
ト
ソ

ン
共
編
著
『
後
期
中
華
一
帝
閣
に
お
け
る
親
族
組
織
』
の
な
か
に
、
適
切
な
紹
介

と
評
債
と
書
誌
が
あ
る
。

フ
リ
ー
ド
マ
ン
は
ま
た
、
華
僑
が
必
ず
し
も
僑
郷
祉
舎
を
忠
寅
に
再
生
す
る

と
は
限
ら
ぬ
こ
と
を
指
摘
し
、
親
族
や
婚
姻
が
シ
ナ
化
を
基
層
で
促
す
ポ
ン
ド

と
し
て
作
用
す
る
と
し
て
も
、
通
商
限
状
況
の
文
脈
し
だ
い
で
同
化
や
舞
容
を
導

き
う
る
こ
と
、
つ
ま
り
受
容
の
可
能
性
を
告
げ
て
い
る
。
外
地
移
住
で
は
華
人

の
遁
熔
は
受
容
社
舎
の
慮
遇
に
鰹
じ
て
多
様
で
あ
る
。
ゆ
え
に
華
僑
祉
舎
の
十

htyデ
イ

γ
，F
E

Y
ザ

イ

ア

テ

イ

ホ

ス

ト

e
y
A
7
イ
ア
テ
イ

全
な
理
解
に
と
っ
て
迭
出
社
曾
(
僑
郷
)
と
受
容
枇
舎
と
を
同
一
の
視

野
の
な
か
で
統
一
し
て
扱
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
黙
は
内
地
移

住
の
観
察
に
お
い
て
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(ロ)

イ
タ
ス
チ
畠

γ
ク

「交

換

」
の
ノ

i
ダ
ル
・
シ
ス
テ
ム

-133ー

六
朝
・
楕
唐
そ
し
て
北
宋
ま
で
の
史
貨
で
は
、
著
族
や
勢
族
は
地
域
ぐ
る
み

や
地
域
際
の
遁
婚
圏
を
は
り
め
ぐ
ら
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
近
現

代
で
も
、
た
と
え
ば
慶
州
市
の
陳
氏
の

E
大
洞
堂
の
事
例
を
み
れ
ば
分
る
よ
う

に
、
ク
ラ

γ
に
比
定
さ
れ
る
リ
ニ
l
ジ
連
合
は
巨
大
都
市
に
本
援
を
お
き
、
該

都
市
の
商
業
後
背
地
に
族
員
の
圏
域
を
も
っ
て
い
た
。
だ
が
ク
ラ
ン
は
庚
く
み

れ
ば
親
族
組
織
の
な
か
で
は
少
数
の
特
例
で
あ
る
。
最
近
の
研
究
で
は
、
勢
族

向
指
旭
婚
岡
聞
は
南
宋
こ
の
か
た
縮
小
し
て
路
や
省
内
の
一
定
部
分
に
止
っ
た
と
さ

れ
、
ま
た
江
南
の
大
開
墾
か
峠
を
こ
し
た
元
や
明
初
以
降
、
通
常
の
族
の
再
移

住
も
、
定
住
後
の
遁
婚
範
園
も
、
お
も
に
府
州
内
や
豚
内
ど
ま
り
で
あ
っ
た
と

い
う
重
要
な
指
摘
も
あ
る
(
後
述
上
回
・
山
田
〉
。
リ
ニ

1
ジ
は
中
心
地
階
層

の
ど
の
層
位
に
も
存
す
る
が
、
そ
の
数
と
祉
舎
空
関
上
の
勢
力
布
植
は
階
層
レ

ヴ
ェ
ル
の
高
低
と
逆
比
例
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

人
類
聞
宇
者
の

C
・
ス
ミ
ス
に
よ
れ
ば
親
族
や
遁
婚
と
い
う
基
層
的
か
つ
よ
り
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皐
純
な
シ
ス
テ
ム
の
網
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
あ
り
、
ロ
ー
カ
ル
枇
曾
の
分

析
に
適
す
る
。
よ
り
庚
い
祉
品
目
空
閲
全
睡
眠
を
網
羅
し
、
複
雑
に
タ
テ
・
ヨ
コ
-

J
1
〆ル

上
下
階
層
に
分
節
化
し
た
「
結
節
シ
ス
テ
ム
」
を
解
析
す
る
に
は
「
地
域
シ
ス

テ
リ
ト
リ
ア
ル

N
V
A
テ
ム

テ
ム
」
を
構
想
す
べ
き
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
空
間
上
の
地
縁
に
立
脚

し
、
近
郷
を
基
底
に
頂
上
は
圏
、
全
世
界
規
模
で
い
え
ば
、
ロ
ー
カ
ル
・
シ
ス

テ
ム
、
リ
ジ
ョ
ナ
ル

・
シ
ス
テ
ム
、
マ
ク
ロ
リ
ジ
ョ
ン
、
ネ
イ
シ
ョ

ン
、
ワ

ー

ル
ド
、
と
い
う
高
低
、
大
小
の
、
「
地
域
」

の
成
層
の
総
陸
の
解
析
法
の
提
唱

で
あ
る
。

彼
女
が
い
う
「
地
域
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
分
業
や
商
業
や
都
市
が
か
な
り

後
逮
し
、
地
方
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
が
濁
立
自
律
性
を
完
結
で
き
ず
、
人
類
皐

イ
タ
ス
チ

s
y
d
y

者
や
経
済
社
曾
摩
者
が

「
交

換

」
と
規
定
す
る
相
互
依
存
を
介
し
て
分
節
し

結
節
す
る
復
合
祉
舎
に
お
け
る
、
社
曾
空
閲
の
構
造
全
般
を
問
題
に
し
て
い

る
。
そ
し
て
「
ノ
!
ダ
ル

・
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
と
き
、
こ
う
し
た
同
一
社
舎

内
に
認
め
ら
れ
る
集
約
度
の
組
密
、
次
元
や
層
位
の
古
同
下
に
か
か
わ
る
差
違

イ
ソ
ト
ヲ

ソ
サ
イ
エ

タ

ル

ヨ

y
e
'
y
γ

タ
ロ
ス
ソ
サ
イ
忌
タ
ル

を
、
同
一

の
分
析

枠

内

で

定

位

し

、

社

舎

内

比

較

も

祉

舎

閲

比
較
も
と
も
に
許
す
よ
う
な
分
析
上
の
シ
ス
テ
ム
を
語
っ
て
い
る
。

人
が
環
境
や
経
済
社
曾
関
係
に
ど
う
遁
臨
隠
す
る
か
を
考
え
る
黙
で
、
「
地
域

シ
ス
テ
ム
」
論
は
文
化
生
態
皐
に
も
近
い
が
、
後
者
が
目
を
向
け
る
人
の
生
存

-
タ

l
ωv
'
γ

デ
ィ
ス
タ

リ'
A

臨
界
上
の
技
術
関
連
に
加
え
て
、
人
口
密
度
、
立
地
や
距
離
の
優
劣
(
交

通
〉
、
分
業
と
分
化
、
商
業
化
に
媒
介
さ
れ
た
「
地
域
」
内
お
よ
び
「
地
域
」

開
の
相
互
依
存
の
シ
ス

テ
ム
に
目
を
注
ぐ
。

こ
の
分
析
装
置
の
骨
子
は
地
理
皐

セ
ン
ト
ヲ
ル
グ

ν
'
A
h
t
-
R
M
'
t

者
が
展
開
し
た
「
中
心
地
階
層
論
」
に
負
っ
て
い
る
が
、
自
然
景
観
や
経

済
・
政
治
要
因
に
一
面
的
な
因
果
防
腐
を
求
め
ず
、

人
文

・
祉
禽
皐
的
な
関
心

と
分
析
枠
を
皐
際
折
衷
し
つ
つ
、
マ
ク
ロ
・
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
!
の
叙
述
を
ね

ら
う
も
の
で
あ
る
。

中
園
祉
曾
史
分
野
で
こ
の
観
黙
を
質
践
す
る
研
究
の
代
表
者
は

G-w-ス
キ

守
タ
冒
リ
AV
・
ナ
ル
ア
ナ

'nvス

ナ
ー
で
あ
り
、

E
・ロ

ウ
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、
か
れ
の
「
大
地
域
組
織
分
析
」

の
枠
組
み
は
、
中
園
本
土
、

蔓
湾
、
日
本
諸
園
で
、
か
り
に
全
面
受
容
さ
れ
て

い
な
く
て
も
、
す
で
に
周
知
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
、
特
色
の
指
摘
の
み
で
足

り
る
だ
ろ
う
。

ス
キ
ナ
l
の
ね
ら
い
は
、
ふ
つ
う
シ
ニ
シ
ゼ

l
シ
ョ
ン
と
よ
ば
れ
る
本
質
的

に
中
図
的
な
祉
曾
文
化
や
定
佳
様
式
や
政
治
社
曾
組
織
な
ど
が
生
成
し
熟
成
す

グ
-
晶
宅
ル

る
た
め
の
「
受
け
皿
」
と
し
て
上
述
の
意
味
で
の
「
地
域
組
織
」
を
構
想
し
、

そ
の
時
空
雨
軸
上
の
、
結
節
化
を
と
も
な
う
統
合
と
集
約
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
同

一
の
方
法
枠
内
で
設
明
し
、

整
合
的
か

つ
経
験
主
義
的
な
マ
ク
ロ
・
エ
ス
ノ
グ

ラ
フ
ィ
ー
を
描
宙
局
す
る
こ
と
に
あ
る
。
理
論
値
系
に
は
「
中
心
地
理
論
」
を
使

マ
ル
テ
イ
グ
ア
dv
墨
イ
ト
ア
ナ
"
シ
ス

ぃ
、
渡
容
の
因
果
設
明
に
は
多
愛
量
解
析
を
用
い
、
基
本
方
針
と
し
て

皐

y
ピ

リ

ズ
ム

シ

ス

テ

ム

ν
ν

グ

ア

リ'

A

ホ

V
ズ

ム

片
付
経
験
主
義
、
同
シ
ス
テ
ム
へ
の
関
連
づ
け
、
お
よ
び
回
全
鰻
論
の
三
本

の
骨
子
を
翠
げ
る
。

第
一

章
に
述
べ
た
よ
う
な
分
析
ギ
ャ
ッ
プ
や
知
識
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
上

で
、
か
れ
の
唱
え
る
分
析
法
や
参
照
枠
や
目
標
が
、
入
念
に
繰
り
上
げ
ら
れ
た

解
析
の
鐙
系
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
か
れ
の
著
述
を
精
議
す
れ
ば
理
解
で

き
る
の
で
あ
る
が
、
ロ
ー
カ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
基
盤
づ
く
り
が
未
成
熟
な
中

園
社
曾
史
分
野
で
、
経
験
主
義
的
な
モ
デ
ル
の
構
築
が
ど
こ
ま
で
の
質
質
の
裏

づ
け
を
保
つ
の
か
に
つ
い
て
、
若
干
の
補
足
設
明
が
必
要
で
あ
る
。

マ
タ
回
V
A
V
-
Y

ヨ

ア

d
リ
フ
畠
リ

ス
キ
ナ
ー
は
大
地
域
、
そ
の
中
編

・
迭
減
構
造
と
そ
れ
ぞ
れ
の
細
分
(
イ
ン

ナ
l
・
ア
ウ
タ
l
匿
分
)
の
劃
定
、
お
よ
び
そ
れ
ら
の
繁
容
に
か
か
わ
る
多
獲

量
分
析
に
際
し
、
一
章
生
道
や

H
・ピ

l
レ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
移
住
・
定
住
の
様

式
の
研
究
で
一示
さ
れ
た
、
中
園
古
来
の
定
住
と
都
市
化
に
お
け
る
「
低
地
・
水

オ
H
'
e
-
y

・7
1
y
'
y

際
志
向
性
」
に
立
論
の
一
根
嬢
を
お
い
て
い
る
。
水
系
網
と
水
運
技
術
は
距
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離
・
立
地
・
費
用
を
左
右
し
、
か
つ
自
然
の
沖
積
を
通
じ
て
資
源
と
富
の
要
所

を
造
出
し
、
結
節
の
僚
件
を
つ
く
る
。
大
河
川
と
枝
流
か
ら
成
る
水
系
を
骨

.，，，
0

・y

格
に
分
水
界
を
境
界
と
す
る
九
大
地
減
が
こ
こ
に
劃
定
で
き
る
。
地
文
景
観

の
デ
ー
タ
と
、
後
述
す
る
何
煩
様
に
よ
っ
て
計
量
化
の
道
が
聞
け
た
人
口
動

態
、
こ
と
に
人
口
密
廃
テ
I
タ
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
か
な
り
綿
密
な
「
地

域
」
の
定
義
と
測
定
が
で
き
る
。
時
間
軸
で
は
上
昇
↓
飽
和
↓
下
降
↓
上
昇
の

く
り
か
え
し
の
周
期
、
空
間
輸
で
は
塗
域
↓
中
橋
↓
透
域
の
ピ
ス
ト
ン
伏
の
植

民
周
期
を
考
え
る
。

大
地
域
の
内
部
が
結
節
紋
に
統
合
さ
れ
る
過
程
の
設
明
は
、
都
市
と
郷
銀

ア

1
パ

z
d
I
NV
.，Y

ス
ゲ
ル
ト

γ

と
市
集
を
含
め
た
「
都
市
化
」
で
示
さ
れ
る
。
こ
の
関
係
の
骨
組
み
は
す
で

ヲ

ν
"'
Mvy
d
F
7
a
γ
ト

に
宋
代
に
で
き
た
も
の
の
、
肉
付
け
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
は
明
末
、
清
、
民

ν
イ
ト
イ
リ

'J『
明
ア
ル
チ
ャ
イ
ナ

図
に
成
熟
す
る
か
ら
、
「
後
期
中
華
-
帝
一
園
」
、
な
か
ん
ず
く
、
人
口
、
社
曾

の
分
化
・
分
業
化
、
商
工
業
分
化
、
全
園
の
都
市
、
鎖
、
市
教
デ
ー
タ
を
庭
理

で
き
る
一
九
世
紀
、
二

O
世
紀
前
牢
が
安
嘗
な
考
察
範
囲
と
な
る
。
こ
こ
で
か

れ
は
加
藤
繁
、
百
瀬
弘
、
天
野
元
之
助
の
市
集
研
究
、
東
亜
同
文
舎
の
調
査
、

人
口
皐
者
の
考
察
、
そ
し
て
自
ら
の
成
都
周
遊
盆
地
で
の
調
査
に
立
脚
し
て
、

ス
タ

γ
d
F
I
F
-
-
ゲ
テ
イ

γ
d
'
-
-
"
ア

最
下
層
の
結
節
単
位
と
し
て
「
標
準
市
場
圏
」
の
モ
デ
ル
を
構
想
し
、

イ

γ
タ
1
a
グ
イ
イ
ト
噌

1

・7テ
イ

γ
〆

畠

0

7

h

宅

Y
ト
ラ
ル
・
守

1
ケ
テ
イ

y
d
F

畠

ア

上
層
に
向
け
「
中
関
市
場
圏
」
、
「
中
心
市
場
圏
」
、
「
地
方

都
市
市
場
圏
」
、
「
大
都
市
市
場
圏
」
、
「
地
域
都
市
市
場
圏
」
、
「
地
域
首
府
市
場

圏
」
、
「
首
都
市
場
商
」
、
合
計
八
層
の
重
層
す
る
結
節
シ
ス
テ
ム
を
識
別
し

た
上
か
ら
の
、
行
政
的
な
都
市
ラ
ン
ク
・
サ
イ
ズ
の
劃
定
は
、
行
政
・
軍
事
・

租
税
・
科
患
の
機
能
で
祉
舎
の
結
節
化
に
作
用
し
、
附
随
的
に
流
通
を
助
長
す

る
。
し
か
し
自
然
的
な
「
交
換
」
を
介
す
る
八
層
の
結
節
組
織
と
の
マ
ト
リ
ク

ス
で
み
れ
ば
、
一
九
世
紀
末
で
は
行
政
上
は
首
都
は
北
京
単
一
で
あ
っ
て
も
、

自
然
・
経
済
階
層
で
は
首
都
ク
ラ
ス
六
個
(
北
京
、
蘇
州
、
庚
州
、
漢
口
、
杭

州
、
成
都
)
が
並
び
、
ま
た
地
方
都
市
や
中
心
市
場
の
レ
ヴ
ェ
ル
あ
た
り
で
、

一
部
の
府
州
治
や
過
牟
の
勝
治
は
流
通
の
寅
情
に
印
画
隠
し
て
い
な
い
こ
と
が
分

る
。
経
済
的
な
全
土
統
合
の
未
完
結
お
よ
び
行
政
階
層
の
硬
直
性
を
考
え
れ

ば
、
九
大
地
域
を
劃
定
す
る
こ
と
、
そ
し
て
八
層
の
都
市
・
市
場
階
層
に
従
っ

て
各
地
域
の
シ
ス
テ
ム
を
測
定
し
比
較
す
る
こ
と
が
、
よ
り
合
理
的
な
方
法
と

い
え
る
の
で
あ
る
。

ス
キ
ナ
l
の
分
析
枠
と
方
法
は
、
基
底
に
歴
史
家
や
自
ら
の
野
外
調
査
の
考

察
を
組
み
こ
み
つ
つ
、
地
域
と
い
う
ミ
ド
ル
・
レ
ン
ジ
の
賞
鐙
に
焦
黙
を
あ

て
、
部
分
と
全
世
の
有
機
関
連
を
首
尾
一
貫
し
て
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
園

と
地
方
コ

旬、
、
品
ニ
テ
ィ
l
、
ま
た
は
問
師
、
銀
市
、
村
と
い
う
二
分
法
や
三
分
法

制
到
比
、
あ
る
い
は
行
政
上
の
圏
、
省
、
府
州
、
豚
と
い
う
集
合
観
察
か
ら
汲
生

す
る
誇
張
さ
れ
た
映
像
が
是
正
さ
れ
、
「
地
域
」
と
か
「
地
方
」
辻
、
う
タ
ー

ム
の
内
容
を
示
し
て
比
較
分
析
の
皐
位
に
編
成
し
た
貢
献
は
大
き
い
。

か
ね
て
何
人
か
の
筆
者
が
試
み
て
き
た
多
獲
量
分
析
の
た
め
の
大
地
域
枠
組

み
の
劃
定
は
、
ま
だ
大
ま
か
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
ひ
と
つ
の
結
着
を
み
た
と

い
っ
て
よ
い
。
食
践
の
成
功
例
と
し
て
は

w-
ロ
ウ
の
漢
口
を
中
心
と
す
る
長

江
中
流
大
地
域
の
移
准
}
・
商
業
化
・
都
市
化
の
研
究
、

p
-
パ
I
デ
ュ

l
の
明

清
湖
南
の
開
設
定
住
史
、

R
・
シ
ョ
ッ
パ
、

J
・コ

l
ル
の
一
九
世
紀
紹
興
の

郷
紳
分
析
、

J
・リ
l
の
明
清
期
雲
南
の
定
住
開
設
史
、

J
・
シ
ェ
パ
ー
ド
の

華
宵
の
漢
族
・
非
漢
族
の
定
住
史
尻
町

rど
が
あ
る
。
人
口
史
や
市
場
地
研
究

が
格
段
に
す
す
み
つ
つ
あ
る
現
在
、
移
住
や
流
通
に
か
か
わ
る
地
域
の
祉
曾
統

合
を
、
計
量
手
法
を
伴
っ
て
精
密
に
叙
述
す
る
た
め
の
重
要
な
参
照
枠
が
生
じ

て
き
て
い
る
。
あ
え
て
い
え
ば
地
方
位
曾
統
合
の
分
析
に
は
リ
ニ

l
ジ
・
モ
デ

ル
が
、
地
域
社
合
統
合
の
分
析
に
は
大
地
域
モ
デ

ル
が
用
意
さ
れ
て
き
て
い
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る
、
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

移
住
・
流
通
を
め
ぐ
る
研
究

標
題
に
戻
り
近
年
の
問
題
関
心
の
推
移
と
成
果
を
み
よ
う
。
社
曾
統
合
の
過

程
と
し
て
、
雨
テ

1
7
の
交
差
が
目
立
っ
て
く
る
の
は
資
源
危
機
と
生
存
競
争

の
激
化
を
迎
え
た
明
牟
ば
以
後
で
あ
り
、
焦
黙
は
そ
こ
に
絞
ら
れ
る
べ
き
だ

が
、
宋
・
元
・
明
初
に
直
接
の
前
史
欣
況
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
有
史
以
来
の

中
園
の

一
値
化
に
雨
者
は
つ
ね
に
か
か
わ
る
の
で
、
通
史
・
前
史
の
一
瞥
が
紋

か
せ
な
い
。

(イ)

移
住
史
の
展
望

内
地
移
住
・
海
外
移
住
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
。
中
劉
に
お
け
る
通
史
上
の
移

住
は
、
地
理
的
一
陸
性
、
多
種
族
一
鐙
性
、
祉
曾
文
化
一
慢
性
を
歴
史
経
過
の

な
か
で
つ
く
っ
て
き
た
環
境
遁
隠
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
一
隆
性
は
嘗
初
か
ら

存
し
た
の
で
は
な
く
、
成
長
と
袋
容
を
重
ね
て
動
き
つ
づ
け
て
き
た
。
行
政
や

軍
事
に
よ
る
領
土
扱
大
は
表
層
に
す
ぎ
な
い
。
移
住
に
は
強
制
移
住
、
私
的
自

渡
的
移
住
、
農
村
内
移
住
、
農
村
向
け
移
住
、
都
市
向
け
移
住
、
海
外
移
住
の

y

uY
7

h

-
a
T
d
c
リ
テ
イ

諸
局
面
が
あ
り
、
「
祉
曾
移
動
」
、
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
と
と
も
に
、
限
ら

れ
た
人
的
物
的
資
源
を
再
配
分
し
て
枇
舎
を
統
合
す
る
働
き
を
し
た
。

-
v
'
d
7
t
'
 

資
源
の
獲
動
と
そ
の
配
分
や
再
配
分
を
知
る
に
は
人
口
動
態
が
代
理
指
数
の

役
を
果
す
。
一
九
八
三
年
に
新
中
園
の
第
三
次
の
近
代
的
セ

ン
サ
ス
が
、
長
期

人
口
政
策
を
伴
っ
て
質
施
さ
れ
、
正
確
な
デ
l

F
が
公
開
さ
れ
、
分
析
が
劃
期

的
に
す
す
み
、
出
生
率
、
死
亡
市
中
、
存
命
率
、
性
比
率
、
年
令
別
構
成
、
結
婚

様
式
、
地
理
移
動
動
態
な
ど
、
人
口
の
基
本
指
標
や
援
態
が
こ
と
ご
と
く
分

り
、
そ
の
成
果
に
も
と
づ
い
て
過
去
数
百
年
の
動
き
の
解
析
に
準
用
す
る
基
礎

が
で
き
て
き
た
。

歴
史
人
口
皐
で
は
肇
湾
総
督
府
や
満
織
の
調
査
に
よ
っ
た

I
・
タ
エ
パ

1
の

研
究
、
唐
宋
の
人
口
史
を
め
ぐ
る
加
藤
繁
、
青
山
定
雄
、

R
・ハ

1
ト
ウ
ェ
ル

の
労
作
、
通
時
的
な
考
察
と
し
て
J
・
デ
ュ
ラ
ン
、

M
-
カ
ル
テ
ィ
エ
、
梁
方

仲
、
葛
剣
雄
ら
の
仕
事
が
あ
る
が
、
中
園
人
口
史
の
質
質
的
な
先
駆
者
は
『
中

園
人
口
論
、
一
一
一
一
六
八
J
一
九
五
三
』
、

『
中
園
の
搭
藍
』
を
著

し
た
何
嫡
禄

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
れ
は
前
著
で
は
前
牢
で
公
的
人
口
一
統
計
を
克
明
に
検
討

し
て
計
量
的
分
析
の
根
媛
を
整
え
、
後
半
で
努
容
を
規
制
す
る
人
口
・
土
地
関

係
を
時
代
繁
化
、
地
域
開
移
住
に
つ
い
て
述
べ
、
ま
た
土
地
利
用
と
食
糧
生
産

の
推
移
を
も
論
じ
て
い
る
。
後
者
は
こ
う
し
た
考
察
を
原
始
・
古
代
中
園
に
及

ぼ
し
た
も
の
で
あ
る
。

か
れ
の
偉
業
を
縫
い
だ
人
口
象
者
の
李
中
清

(
J
・
リ
l
〉
は
、

W
-
マ
ク

-
一
l
ル
、

R
-
ア
ダ
ム
ス
共
編
の
『
人
の
移
住
、
そ
の
パ
タ
ー
ン
と
政
策
』
に

枚
ま
る
論
文
の
な
か
で
以
下
の
展
望
を
下
し
て
い
る
。
政
府
主
導
の
移
住
は
征

服
地
の
漢
化
や
途
地
拓
殖
の
そ
れ
、
お
よ
び
富
民
勢
族
の
強
制
さ
れ
た
都
市
へ

の
遜
徒
、
飢
民
、
貧
戸
の
園
有
粗
放
地
へ
の
配
穂
、
刑
徒
や
捕
囚
の
移
住
と
し

て
つ
ね
に
生
じ
、
サ
イ
ズ
が
五

O
高
か
ら
一

O
O高
を
越
す
こ
う
し
た
移
住
の

波
動
は
、
戦
闘
末
、
前
漢
、
三
園
、
六
朝
に
お
い
て
い
ち
じ
る
し
く
、
唐
初
、

五
代
・
北
宋
、
元
、
明
初
、
清
初
に
も
六

O
高
か
ら
八

O
首
円
規
模
の
移
動
が
波

紋
的
に
生
じ
た
。
政
府
は
移
住
基
盤
を
と
と
の
え
、
概
し
て
屯
田
、
公
回
、
笹

田
と
よ
ば
れ
る
園
有
の
組
放
地
に
、
お
も
に
軍
事
組
織
を
用
い
て
定
住
さ
せ
る

が
、
移
民
は
と
き
に
五

0
0キ
ロ
、
一

0
0
0キ
ロ
を
こ
す
原
籍
か
ら
移
り
、

雑
多
な
出
身
地
の
者
が
家
族
と
共
に
定
住
し
た
。
三
世
紀
初
、
四

O
寓
の
漢
人

と
越
人
の
軍
屯
民
が
東
南
中
園
の
山
地
か
ら
集
め
ら
れ
て
、
長
江
沿
い
の
三

O

徐
の
屯
地
に
投
入
さ
れ
、
明
初
の
三

O
年
に
、
多
種
族
出
身
の
軍
戸
が
全
土
か
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ら
徴
設
さ
れ
、
二

O
O寓
畝
の
団
地
を
雲
南
、
貴
州
で
開
い
た
。
こ
の
タ
イ
プ

の
移
住
は
、
過
去
一

O
O
O年
で
は
そ
の
サ
イ
ズ
を
縮
め
る
方
向
で
あ
っ
た
と

は
い
え
、
中
図
的
移
住
の
重
要
局
面
で
あ
り
つ
づ
け
、
中
園
祉
舎
を
強
制
で
同

質
化
す
る
た
め
の
方
策
で
も
あ
っ
た
。

私
的
移
住
は
人
口
過
剰
、
職
争
、
飢
鐙
、
疫
病
、
自
然
災
害
、
座
制
か
ら
生

ず
る
が
、
必
ず
し
も
観
世
に
限
ら
れ
な
い
。
牧
民
や
舎
民
、
商
人
、
渡
り
職

人
、
亡
頼
の
徒
、
雇
傭
人
は
村
や
町
な
い
し
都
市
の
聞
を
局
地
的
、
周
期
的
に

動
い
た
。
す
で
に
漢
代
か
ら
農
工
の
季
節
出
稼
ぎ
は
頻
繁
で
あ
り
、
北
四
川
か

ら
数
十
キ
ロ
を
遍
歴
し
て
萄
に
出
稼
ぎ
す
る
少
数
民
族
の
周
期
移
動
は
、
東
漢

か
ら
一
八
世
紀
ま
で
つ
づ
い
た
。

政
府
戸
籍
は
課
税
関
心
か
ら
つ
く
ら
れ
る
の
で
、
透
地
位
舎
や
土
着
民
政
権

の
枠
内
に
雑
居
す
る
漢
民
や
非
漢
民
の
移
住
経
過
を
見
過
し
、
分
裂
期
で
は
そ

れ
が
甚
だ
し
い
。
貧
情
を
再
構
成
す
る
と
、
大
移
住
期
の
移
動
は
農
村
↓
農

村
、
ま
た
は
都
市
↓
農
村
の
志
向
を
示
し
、
玉
突
き
放
の
局
地
移
動
(
山
西
↓

河
北
、
河
北
↓
遼
寧
〉
が
基
本
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

だ
が
、
近
年
の
東
北
、
青
海
、
新
彊
方
面
へ
の
入
植
を
別
に
す
れ
ば
、
玉
突

き
移
動
を
枚
数
し
な
が
ら
、
大
勢
と
し
て
の
移
住
方
向
が
南
進
型
で
あ
り
、
細

か
く
い
え
ば
到
達
黙
と
し
て
一
隅
建
、
庚
東
西
、
雲
貴
、
四
川
を
め
ざ
し
て
い
た

こ
と
は
争
え
な
い
。
そ
の
政
治
的
、
地
理
的
環
境
が
遁
謄
を
容
易
に
し
た
た
め

で
あ
る
。
客
家
は
四
世
紀
に
山
西
か
ら
河
南
、
准
水
域
、
南
安
徽
に
避
難
し
、

九
世
紀
に
洞
庭
湖
透
か
ら
緒
水
上
流
そ
し
て
福
建
の
西
南
に
落
着
い
た
。
一
一
一
一

世
紀
に
北
来
の
新
移
住
者
に
押
さ
れ
て
庚
東
の
北
東
隅
に
移
り
、
一
七
・
八
世

紀
に
は
、
主
力
は
庚
西
と
海
岸
部
庚
東
に
動
き
、
徐
勢
は
四
川
に
入
っ
た
。
客

家
に
代
表
さ
れ
る
人
口
の
南
進
は
、
宋
以
後
の
社
曾
経
済
貿
化
、
つ
ま
り
土
地

制
度
の
費
化
、
繊
維
等
の
手
工
業
の
成
長
、
市
集
の
設
達
、
農
業
技
術
改
良
が

も
た
ら
し
た
人
口
の
劇
的
成
長
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
人
口
の
持
績
急
成
長
は
そ
れ
に
前
後
し
て
、
ほ
ぼ
二
ハ
世
紀
ご
ろ
か
ら

未
開
設
透
地
の
逓
減
、
耕
地
博
明
大
の
限
界
、
技
術
革
新
の
停
迷
に
よ
っ
て
危
機

欽
況
を
終
来
し
た
。
生
存
の
た
め
の
競
合
が
加
速
さ
れ
、
禽
館
に
代
表
さ
れ
る

同
郷
出
身
者
の
地
域
結
合
お
よ
び
同
族
の
親
族
組
織
が
、
困
難
さ
を
増
し
た
移

住
を
支
え
る
働
き
を
強
め
た
。
四
川
は
曾
館
の
密
度
が
最
高
で
あ
り
、
本
捕
鯨
の

建
物
は
都
市
的
集
落
に
置
か
れ
た
が
、
舎
員
の
大
半
は
農
村
に
移
住
し
た
人
々

で
あ
る
。
庚
東
や
一
隅
建
で
は
親
族
組
織
が
密
で
あ
る
が
、
中
下
麿
民
が
族
産
を

通
じ
て
定
住
の
た
め
の
資
助
を
得
た
こ
と
は
、
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
富
民
中

心
の
隔
地
移
住
の
性
質
と
異
っ
て
い
る
。

一
方
、
移
住
の
歴
史
は
こ
の
よ
う
に
古
い
が
、
社
曾
統
合
に
向
け
て
の
作
用

は
緩
慢
で
あ
っ
た
。
移
住
先
に
は
土
着
の
非
漢
民
の
集
圏
が
庚
く
散
布
し
て
い

た
。
漢
族
移
住
の
前
線
に
は
た
い
て
い
亡
命
者
が
お
り
、
か
れ
ら
は
土
着
民
と

雑
婚
し
つ
つ
村
落
に
定
住
し
た
。
計
麓
的
な
軍
屯
や
術
所
に
よ
る
入
植
は
、
こ

の
様
式
に
範
を
と
り
つ
つ
、
既
成
の
村
落
定
住
の
軌
道
に
乗
じ
て
生
じ
た
。
漢

民
の
屯
地
は
非
漢
民
と
地
理
障
害
を
境
に
し
て
封
時
す
る
の
で
な
く
、
碁
盤
上

の
布
石
の
形
で
散
布
し
た
。
こ
の
定
住
に
伴
な
い
進
ん
だ
農
業

・
手
工
業
技
術

そ
し
て
土
木
技
術
が
移
住
地
に
惇
わ
り
、
長
期
的
に
は
漠
化
に
情
ぅ
。
李
中
清

は
『
西
南
中
園
に
お
け
る
閣
と
経
済
、
一
一
一
二
五

l
一
八
五

O
』
と
題
す
る
雲

貴
地
域
に
焦
黙
を
絞
っ
た
詳
細
か
つ
断
面
分
析
手
法
を
駆
使
し
た
大
作
そ
の
他

関
連
論
文
を
備
え
て
お
り
、
以
上
の
論
詮
を
裏
附
け
る
十
分
な
詮
嫁
を
提
示
し

て
い
る
。

か
れ
の
考
察
で
は
、
融
制
図
末
ま
で
の
、
都
市
圏
家
(
邑
制
園
家
)
が
定
佳
の

基
本
を
な
し
た
時
期
は
と
も
か
く
、
秦
漢
以
後
の
定
住
集
落
が
抜
大
す
る
受
け

皿
は
村
で
あ
り
、
移
住
の
大
勢
も
農
村
向
け
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
と
に
移
住
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の
前
線
で
は
然
り
で
あ
る
。
同
郷
や
親
族
の
組
織
は
こ
れ
に
か
か
わ
っ
て
統
合

を
す
す
め
る
。
ま
た
図
の
後
ろ
楯
も
、
環
境
造
成
や
治
安
や
文
化
統
合
(
普
通

話
の
厳
が
り
)
、
ま
た
異
郷
者
の
強
制
雑
居
を
通
じ
て
の
同
質
化
の
面
で
強
く

働
く
。
一
方
、
人
口
密
度
が
増
し
生
活
水
準
が
高
ま
れ
ば
、
地
方
地
域
の
社
舎

分
化
、
そ
し
て
一商
業
化
に
よ
る
統
合
の
力
が
働
く
。
『
西
南
中
園
』
で
は
、
雲

貨
の
鍬
業
開
授
の
プ
ロ
セ
ス
を
付
移
住
と
定
住
、
同
交
通
と
空
間
の
開
設
、
白

人
口
箱
、
伺
食
糧
生
産
の
扱
大
、
伺
穀
僚
と
市
場
統
合
、
円
穀
物
の
再
配
分
と

園
の
援
助
、
仙
山
僻
刷
業
の
成
長
の
諸
一章
で
分
析
し
て
い
る
。

か
れ
も
ス
キ
ナ
l
流
の
大
地
域
論
を
有
数
な
参
照
枠
と
認
め
る
一
人
で
あ
る

が
、
地
域
の
生
成
、
基
層
的
な
統
合
の
局
面
の
論
述
で
は
、
右
に
紹
介
し
た
移

住
論
に
立
論
し
て
い
る
。
大
地
域
モ
デ
ル
は
口

l
帥
の
諸
章
で
参
照
さ
れ
て
い

る
。
他
方
で
か
れ
は
濁
自
に
、
交
通
数
率
、
人
口
と
移
住
、
耕
地
と
土
地
保

有
、
作
物
分
布
、
米
債
、
銀
銅
比
償
、
物
債
の
向
調
と
襲
動
、
同
郷
移
住
集
園

ご
と
の
寺
廟
信
仰
な
ど
に
わ
た
る
詳
細
を
き
わ
め
た
統
計
デ
ー
タ
を
用
意
し
、

明
ら
か
に
前
人
未
踏
の
新
地
卒
を
拓
い
て
い
る
。

移
住
一
般
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
本
邦
の
撃
者
が
早
く
か
ら
着
目
し
、
桑
原

隊
臓
、
和
田
清
、
加
藤
繁
、
岡
崎
文
夫
ら
が
南
進
関
裂
の
背
後
的
大
紋
況
と
し

て
論
じ
た
。
ま
た
天
野
元
之
助
、
王
仲
俗
、
陳
噺
江
ら
は
農
業
開
設
と
の
関
係

で
論
じ
、

H
・
ウ
ィ

ー
ン
ズ
、
W
・
ェ
l
ベ
ル
ハ
ル
ト
、

C
-
フ
ィ
ツ

ツ
ジ
エ

ラ
ル
ド
、

H
-
ピ
l
レ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
、
章
生
道
、
牧
野
巽
も
移
住
の
賀
態
に

取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
、
中
園
史
を
つ
く
り
上
げ
て
き
た
統
合
過
程
と
し
て
移

住
に
関
心
を
注
ぎ
、
地
域

・
地
方
を
ま
と
め
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
課
題
が
前
面

に
押
し
出
さ
れ
て
き
た
の
は
ご
く
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。

(ロ)

一
六
世
紀
以
降
を
中
心
に

ま
ず
前
史
を
概
観
す
る
。
七
四
二

J
一
O
七
八
年
の
移
住
動
態
を
戸
口
資
料

で
分
析
し
た
青
山
定
雄
に
よ
れ
ば
、
こ
の
期
の
お
も
に
移
住
の
結
果
と
思
わ
れ

る
人
口
激
婚
の
ベ
ル
ト
(
開
設
前
線
)
は
、
一
繭
建

・
康
東
東
部
か
ら
江
西
、
湖

南
、
湖
北
南
部
、
四
川

へ
と
、
ほ
ぼ
東
南
海
岸
か
ら
長
江
と
そ
の
校
流
沿
い
に

{
担
)

西
北
方
向
に
展
開
し
て
い
る
。
陳
正
鮮
の
人
口
聞
と
合
せ
て
み
る
と
、

的
江

蘇

・
漸
江
で
は
空
白
地
が
ほ
ぼ
均
一
に
充
た
さ
れ
、
右
の
前
線
ベ
ル
ト
で
は
沿

岸
要
所
や
河
川
合
流
黙
に
五
倍
か
ら
一

O
倍
徐
の
激
噌
地
黙
が
貼
在
す
る
こ

と
、
同
山
東
や
北
江
蘇
で
も
一
定
の
人
口
増
が
あ
る
こ
と
が
分
る
。
宋
代
紹
興

の
集
落
形
成
と
分
布
を
論
じ
た
陳
橋
脚
牌
は
、
山
地
か
ら
海
岸
低
地
に
向
け
て
の

玉
突
き
吠
の
植
民
の
動
き
を
質
表
し
た。

西
欧
中
世
の
植
民
運
動
と
同
じ
く
、
交
通
と
商
業
と
産
業
の
分
化
が
一
定
の

人
口
密
度
の
到
来
に
合
せ
て
生
じ
、

D
-
ノ
l
ス
の
い
う
取
引
費
用
の
軽
減
と

い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
内

γ
つ
く
る
だ
ろ
う
。

p
・
ス
ミ
ス
の
近
著
で
は
、
東
西

方
向
の
長
江
水
運
の
刺
激
が
、
四
川
東
部
の
植
民
と
拓
殖
を
プ
ッ
シ
ュ
し
た
こ

と
を
論
じ
て
い
る
。
佐
竹
靖
彦
は
近
著
で
、
華
北
の
先
進
技
術
や
枇
禽
経
済
関

係
が
移
住
を
介
し
て
江
南
に
及
ぶ
な
か
で
、
掘
削
江
、
江
西
、
成
都
、
襲
州
地
方

で
の
襲
容
を
調
べ
、
小
農
民
経
営
の
自
律
化
に
向
う
動
き
に
、
庚
域
の
交
通
や

流
通
、
地
主
経
済
、
村
の
秩
序

・
リ
ー
ダ
シ
て
フ
と
い
う
吠
況
の
文
脈
が
、
地

方
ご
と
に
ど
う
か
か
め
)
っ
た
か
を
論
じ
、
主
戸
・
客
戸
問
題
や
義
門
の
制
定
に

も
メ
ス
を
入
れ
て
い
る
。

移
住
祉
曾
基
盤
の
形
成
、
こ
と
に
都
市
形
成
や
照
業

・
農
業
の
そ
れ
沈
相
す

る
水
利
に
つ
い
て
は
、
青
山
定
雄
、
妹
尾
蓬
彦
、
筆
者
ら
の
考
察
が
あ
り
、
漉

州
地
方
で
進
め
ら
れ
た
漢
族
の
拓
境
に
つ
い
て
は
、

R
・
ヴ
ァ
ン
グ
ラ
ン
の
専
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著
が
あ
る
。
前
線
に
お
け
る
移
住
を
背
景
と
し
た
資
源
再
配
分
、
産
業
や
職
業

の
分
化
、
都
市
・
市
場
成
長
で
は
、
一
隅
建
に
つ
い
て
臼
比
野
丈
夫
、
北
山
康

夫
、
佐
一
沙
雅
章
、
筆
者
、
蘇
基
朗
、

H
・
グ
ラ

l
ク
が
詳
考
し
、
筆
者
は
湖

州
、
亥
州
、
漢
陽
軍
、
寧
波
の
事
例
研
究
を
行
な
っ
た
。

市
舶
司
の
置
か
れ
た
港
市
寧
波
で
は
、
嘗
初
は
土
豪
、
の
ち
園
の
主
導
で
水

利
基
盤
が
北
宋
末
ま
で
に
成
り
、
南
宋
牟
ば
以
後
、
水
利
の
質
質
運
営
は
在
地

位
曾
に
移
る
。
同
時
に
ま
だ
粗
放
な
が
ら
市
場
網
の
原
形
が
成
り
、
こ
の
港
市

の
後
背
地
の
結
節
的
集
約
化
、
が
は
じ
ま
る
。

H
-
F
ラ
l
ク
の
調
べ
た
泉
州
は

中
縫
港
市
の
た
め
か
、
ス
キ
ナ
l
流
の
後
背
地
統
合
は
お
く
れ
た
と
い
担
徽

州
で
は
麿
末
か
ら
茶
商
ら
商
人
に
よ
る
一
商
業
交
通
路
の
開
設
、
お
よ
び
南
唐
政

権
の
殖
産
策
、
そ
し
て
地
主
の
農
業
・
林
業
経
営
が
後
世
の
同
地
方
の
一
商
業
的

進
出
の
も
と
を
築
い
た
。

移
住
と
親
族
組
織
の
相
関
に
つ
い
て
は
、
仁
井
回
陸
、

D
・
ト
ゥ
ィ
チ
L

ツ

ト
が
先
見
的
に
洞
察
し
、
青
山
定
雄
、

R
・
ハ
l
ト
ウ
ェ
ル
の
高
官
通
婚
閣
の

研
究
、
多
賀
秋
五
郎
の
族
譜
研
究
が
道
を
開
い
た
。
伊
原
弘
や

R
・
デ
ィ
ヴ
ィ

ス
の
明
州
に
お
け
る
エ
リ
ー
ト
の
親
族
に
つ
い
て
の
諸
者
は
、
定
住
後
の
血

縁
・
地
縁
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
祉
曾
移
動
を
詳
考
し
て
い
る
。
ま
た
前
出

の
R
・
ハ
イ
ム
ズ
は
南
宋
の
撫
州
を
例
に
と
っ
て
、
か
な
り
狭
い
遁
婚
闘
を
示

す
在
地
エ
リ
ー
ト
の
組
織
構
闘
は
、
以
後
に
普
遍
化
す
る
と
思
わ
れ
る
、
地
方

祉
禽
の
利
害
に
む
し
ろ
密
着
し
た
新
タ
イ
プ
の
紳
衿
(
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
)
の

出
現
を
告
げ
る
と
見
て
い
る
。

宋
か
ら
明
牢
ば
以
後
へ
の
展
望
を
助
け
る
も
の
に
、

H
-
ズ
ル
ン
ド
ル
フ
ア

ー
の
『
中
園
地
方
史
に
お
け
る
回
変
化
と
持
績
|
|
八

0
0
1
一
八

O
O聞
の
徽

州
の
設
展
』
が
あ
る
。
徽
皐
の
成
果
や
資
料
源
を
参
照
し
な
が
ら
、
中
関
史
上

の
お
も
な
祉
舎
動
向
が
地
方
で
は
ど
う
現
れ
た
か
を
聞
い
、
園
と
、
経
済
や
農

業
成
長
や
思
想
・
文
化
の
志
向
性
と
の
結
び
つ
き
を
「
下
か
ら
の
眼
」
で
考
察

す
る
。
本
書
の
後
半
は
明
末
以
降
の
商
業
進
出
と
農
村
窮
乏
に
つ
き
、
親
族
と

土
地
保
有
制
の
扶
況
に
卸
し
て
述
べ
る
が
、
前
半
で
は
唐
牢
ば
以
後
の
八

O
O

年
に
つ
き
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
徽
州
地
方
祉
舎
に
政
襲
や
人
口
上
の
興
動
を

の
り
こ
え
て
一
貫
し
て
タ
イ
ト
な
基
層
構
造
を
付
興
し
た
も
の
は
、
孤
紹
し
な

が
ら
農
業
聞
に
は
か
な
り
堕
か
な
環
境
、
お
よ
び
族
の
連
帯
で
あ
る
。
前
者
は

農
業
、
商
業
、
林
業
に
よ
る
富
の
蓄
積
を
許
し
、
後
者
は
限
ら
れ
た
資
源
賦

興
、
重
税
、
そ
し
て
生
存
へ
の
巌
し
い
競
合
を
く
ぐ
り
抜
け
る
戦
略
と
し
て
求

め
ら
れ
、
明
代
に
外
界
に
商
業
市
場
が
渡
濯
す
る
に
及
び
、
族
を
穆
げ
て
の
商

界
、
宮
界
へ
の
進
出
を
生
じ
た
。
徽
州
で
は
族
産
は
決
定
的
な
セ
メ
ン
ト
の
装

置
と
い
え
な
い
。
む
し
ろ
、
底
迭
の
族
員
の
世
僕
唐
は
別
と
し
て
、
一
商
業
へ
の

関
興
が
族
形
成
に
力
を
貸
し
た
。
ま
た
族
の
構
成
は
徽
州
社
舎
の
は
げ
し
い
競

合
を
反
映
し
つ
つ
階
層
化
が
す
す
み
、
少
数
の
大
族
が
頂
黙
に
吃
立
し
て
い
る

と
す
る
。

徽
州
や
一服
建
・
庚
東
の
事
例
は
移
住
と
流
通
の
研
究
に
つ
い
て
の
紹
好
の
フ

ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
。
葉
願
恩
『
明
清
徽
州
農
村
社
曾
輿
佃
僕
制
』
、
江
准
論
壇

編
輯
部
編
『
徽
一
商
研
究
論
文
集
』
、
白
井
佐
知
刊

v

の
論
者
、
葉
原
恩
編
『
清
代

医
域
社
曾
経
済
研
究
』
が
参
考
に
な
る
。

さ
て
一
六
世
紀
以
後
の
移
住
史
の
展
望
と
し
て
、
何
嫡
械
は
全
般
的
に
土

地
・
人
口
比
率
が
深
刻
化
し
つ
つ
も
、
明
代
で
は
、
長
江
下
流
、
掘
削
江
、
徽

州
、
一
隅
建
の
調
密
地
以
外
で
は
、
庚
南
、
湖
南
北
、
准
水
域
、
若
干
の
華
北
の

北
方
に
開
拓
途
上
の
域
が
あ
っ
た
こ
と
、
人
口
爆
渡
期
の
清
代
で
は
、
な
か
ん

ず
く
新
大
陸
作
物
の
導
入
で
山
地
入
植
が
促
さ
れ
、
四
川
、
長
江
沿
い
の
山

地
、
漢
水
域
に
目
立
つ
移
住
が
生
じ
、
太
一
件
飢
後
は
人
口
が
滅
り
、
荒
地
が
増

え
た
南
江
蘇
、
北
新
江
に
大
規
模
な
空
白
補
充
の
移
住
が
生
じ
た
こ
と
、
東
北
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へ
の
移
住
、
整
問
・
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
海
外
移
住
を
概
観
し
て
い
る
。
王
業
鍵

は
清
代
内
地
の
経
済
空
聞
を
資
源
開
設
、
土
地
人
口
比
、
一
次
二
衣
産
業
比
に

従
っ
て
先
進
、
中
進
、
後
進
域
に
、
あ
る
い
は
穀
物
の
自
給
・
非
自
給
の
別
で

自
給
・
不
足
省
分
に
分
け
、
指
標
相
闘
の
地
域
別
、
時
期
別
の
努
化
に
よ
っ

て
、
付
湖
南
北
・
四
川
の
一
部
、
庚
西
・
雲
貴
へ
、
口
湖
北
・
河
南
・
侠
西
・

甘
粛
の
准
水
域
へ
、
国
東
北
へ
、
伺
肇
湾
へ
の
移
住
が
生
じ
た
と
展
望
し
て
い

一
明
一
八
世
紀
の
社
舎
史
の
研
究
朕
況
を
展
望
す
る
な
か
で
移
住
に
も
言
及

し
た
も
の
と
し
て
は
、

ω
g
m
ロ

Z
岱門戸口町ロ田口
ι
肘
〈命
日同ロ

H
N
E
S
r
F
w
m
含
-w

(リ

hH民
主
法
令
旬
。
町
民
ミ
い
可

3

H
bh川
岡
常
、V
H
2
ミ
h
H
(
U
S
N
H臣、
.
u
r
J
P
-
o
d口円〈
mH回
目

q

HMHm
g

H
U
∞
叶
・
の
第
四
章
、
社
告
間
同
製
容
が
翠
げ
ら
れ
る
。
ま
た
民
間
演
劇
と
宗

族
、
移
住
祉
舎
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
田
仲
一
成
『
中
園
祭
把
演
劇
研
究
』

〈
一
九
八
一
〉
、
『
中
園
の
宗
族
と
演
劇
』
(
一
九
八
五
)
、
『
中
園
郷
村
祭
杷

研
究
』
(
一
九
八
九
、
い
ず
れ
も
東
洋
文
化
研
究
所
〉
が
詳
細
な
知
識
を
提
供

す
る
。
以
下
に
上
田
信
、
山
田
賢
、
西
川
正
夫
、

I
・
M
-
メ
ス
キ
ル
ら
の
労

作
を
例
に
と
り
、
近
年
の
研
究
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

付

最
近
の
成
果
若
干

上
田
信
は
A

「
地
域
の
履
歴
」
、

B
「
地
域
と
宗
族
」
、

C
「
村
に
作
用
す
る

磁
力
に
つ
い
て
L

、
D
史
皐
雑
誌
「
回
顧
と
展
望
|
|
明
清
一
九
八
一
年
」
に

よ
り
、
中
関
祉
曾
固
有
の
構
造
(
資
源
統
制
、
定
住
様
式
、
親
族
組
織
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
、
制
到
内
劉
外
折
衝
、
心
性
な
ど
の
そ
れ
)
と
そ
の
生
成
・
舞
化
を

民
衆
次
元
、
地
方
次
元
で
捉
え
直
し
た
と
き
、
な
に
が
み
え
て
く
る
か
を
問
題

と
し
た
。
牧
野
巽
の
寧
波
府
奉
化
豚
刻
源
郷
志
、
衡
州
龍
激
勝
志
な
ど
に
よ
っ

た
移
住
と
宗
族
分
節
に
つ
い
て
の
歴
史
祉
舎
事
研
究
に
綱
渡
さ
れ
な
が
ら
も
、

記
述
史
料
と
遁
時
統
計
指
標
資
料
を
合
せ
、
自
ら
の
観
察
を
加
え
、
地
域
の
動

態
的
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
描
寓
し
て
構
造
に
迫
る
と
い
う
濁
自
の
接
近
法
を

展
開
し
て
い
る
。

移
住
、
分
節
、
統
合
プ
ロ
セ
ス
の
一
一

0
0年
間
を
考
察
し
た
A
で
は
、
域

外
か
ら
の
移
住
者
集
闘
が
山
麓
扇
状
地
を
選
び
、
用
水
権
を
テ
コ
に
優
勢
か
っ

排
他
的
な
同
族
集
落
群
を
扶
植
し
た
唐
・
五
代
。
園
や
在
地
有
力
者
に
よ
る
海

塘
造
成
に
臨
応
じ
て
域
外
に
加
え
域
内
か
ら
の
沿
海
卒
地
へ
の
入
植
が
す
す
み
、

前
時
期
か
ら
つ
づ
く
同
族
集
落
の
ほ
か
に
、
地
縁
を
介
す
る
村
族
の
連
合
が
現

れ
た
宋
・
元
代
。
外
域
よ
り
の
移
住
が
停
滞
し
、
地
域
枠
内
の
移
住
が
盆
地
コ

ア
の
定
住
と
開
設
を
す
す
め
た
明
代
。
再
び
闘
が
海
迭
の
開
設
に
乗
り
出
し
て

域
内
外
の
移
住
を
刺
激
す
る
一
方
、
産
業
の
渡
達
分
化
が
や
が
て
定
期
市
の
急

増
を
生
じ
、
府
城
都
市
周
遊
の
商
工
業
の
市
場
集
落
へ
の
来
住
を
促
し
、
山
地

へ
は
棚
民
が
入
り
、
一
鐙
と
な
っ
て
地
縁
を
介
す
る
集
落
の
組
織
化
が
す
す
む

明
末
l
清
末
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
展
望
を
下
し
た
。

観
察
を
幅
削
江
山
聞
の
各
地
域
に
庚
げ
た
B
で
は
、
す
で
に
A
で
着
眼
し
た
ご

と
き
、
明
中
十
ば
か
ら
同
族
の
統
合
が
豚
を
範
圏
と
し
て
集
約
に
向
う
と
い
う
事

寅
を
手
が
か
り
に
、
親
族
と
地
縁
の
雨
組
織
が
一
鐙
と
な
っ
て
地
域
の
ま
と
ま

り
に
向
け
て
推
移
す
る
動
き
を
考
察
す
る
。
蛍
初
の
山
閲
扇
扶
地
へ
の
定
住
は

前
住
地
か
ら
将
来
し
た
進
ん
だ
技
術
の
空
白
地
へ
の
適
用
と
し
て
生
ず
る
が
、

こ
う
し
た
山
聞
に
扶
植
し
た
古
族
は
分
校
を
重
ね
る
う
ち
に
輩
行
字
の
分
裂
と

い
う
分
散
化
の
特
色
を
示
す
。
明
代
以
後
こ
と
に
明
末
か
ら
清
代
で
の
族
組
織

で
は
、
本
支
と
支
房
開
に
共
通
の
輩
行
字
を
用
い
る
形
の
同
族
連
合
に
せ
よ
、

一
た
ん
切
れ
た
族
関
係
を
再
生
し
た
同
族
合
同
に
せ
よ
、
地
縁
を
合
せ
た
族
の

統
合
が
す
す
み
、
そ
の
枠
は
「
豚
」
で
あ
る
。
か
つ
て
上
か
ら
の
組
織
睡
で
あ

っ
た
豚
が
、
明
清
を
通
じ
て
下
か
ら
の
統
合
の
受
け
皿
と
な
る
。
こ
れ
は
祉
舎

分
化
、
階
局
分
化
の
勢
い
に
沿
う
も
の
だ
が
、
な
か
ん
ず
く
科
翠
制
の
浸
透
、
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地
主
制
の
展
開
、
つ
ま
り
威
信
と
富
の
生
産
と
配
分
が
複
合
化
し
、
競
合
が
激

化
す
る
な
か
で
、
一
方
で
は
卒
等
性
と
階
層
性
を
粂
ね
合
せ
る
宗
族
が
祉
曾
的

生
存
の
回
路
と
し
て
重
視
さ
れ
、
一
方
で
は
豚
が
問
題
解
決
の
た
め
の
寅
質
単

位
と
な
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
す
る
。

C
で
は
階
級
の
分
化
針
立
朕
況
の
下
で
、
農
民
は
一
見
し
て
無
力
・
分
散
の

存
在
に
見
え
な
が
ら
も
、
同
族
関
係
・
行
政
組
織
等
々
の
「
需
料
配
ー
慣

を
村
に
備
え
た
砂
織
に
見
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
磁
場
の
回
路
の
脈
絡

は
村
の
内
外
に
延
び
て
お
り
、
電
流
が
停
わ
れ
ば
呼
臨
臆
す
る
組
織
が
み
え
て
く

る
。
基
層
社
舎
関
係
を
比
品
慨
し
た
「
回
路
」

は
、
官
僚
組
-
織
の
正
回
路
、
秘
密

結
祉
の
負
回
路
の
ご
と
く
、
獄
況
に
態
じ
た
村
民
の
行
動
と
組
織
の
構
図
を
統

一
的
に
説
明
す
る
と
論
ず
る
。

熔
患
が
正
途
の
出
稼
ぎ
融
制
略
で
あ
れ
ば
、
商
工
、
街
道
、
技
姿
、
蹴
圃
亙
等
が

二
次
三
次
選
揮
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
は

G
-
w
・
ス
キ
ナ
ー
も
読
一
明
結
社
入

信
者
や
反
飢
者
が
、
官
途
出
仕
者
と
と
も
に
同
一
プ
ロ
セ
ス
の
楯
の
南
面
で
あ

る
こ
と
抗
一

F
・
ウ
ェ
イ
ク
マ
ン
ら
編
の
『
摩
擦
と
統
制
』
の
諸
庭
で
言
及
さ

れ
て
い
引
r

時
に
は
反
飢
者
や
、
結
社
の
成
員
と
し
て
立
ち
現
れ
る
移
住
民
を
、

位
制
離
脱
者
、
「
共
同
鐙
」
を
追
わ
れ
た
者
、
つ
ま
り
ア
ウ
ト
ロ
ウ
と
片
付
け

る
限
り
で
は
、
そ
も
そ
も
移
住
は
生
存
を
賭
け
た
祉
曾
移
動
の
、
ま
た
祉
舎
統

合
に
腕
結
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
い
う
本
質
を
見
落
す
こ
と
に
な
る
。
山
田

賢

A
「
清
代
の
移
住
民
社
禽
」
、

B
「
移
住
民
社
曾
と
地
域
費
動
」
、

C
「
清
代

の
地
域
社
曾
批
移
住
宗
族
」
、

D
「
奮
中
園
に
お
け
る
同
族
結
合
・
同
郷
結
合

に
関
す
る
究
書
」
、
は
、
清
代
に
資
源
・
人
口
配
分
の
危
機
紋
況
の
下
で
周
縁

部
移
住
の
焦
黙
と
な
っ
た
四
川
(
何
嫡
様
を
参
照
)
山
地
位
曾
を
取
り
上
げ
、

既
定
住
者
と
新
来
の
亡
頼
を
封
照
さ
せ
る
の
で
な
く
、
地
域
社
舎
が
移
民
を
受

け
入
れ
て
ど
う
再
編
さ
れ
た
か
に
目
を
注
ぐ
。

A
で
は
四
川
・
湖
北
・
侠
西
三
省
交
界
地
へ
の
湖
康
民
の
移
住
の
背
景
と
し

て
、
湖
庚
の
人
口
飽
和
と
、
四
川
米
の
搬
出
お
よ
び
湖
庚
綿
布
市
場
と
し
て
の

四
川
の
登
場
と
い
う
リ
ン
ク
が
あ
り
、
湖
庚
か
ら
の
出
稼
ぎ
農
民
の
往
来
や
、

行
一
商
・
渡
り
職
人
の
往
来
が
混
在
し
た
季
節
周
波
が
あ
っ
た
こ
と
。
定
住
経
過

で
嘗
初
同
郷
村
、
や
が
て
離
脱
し
た
有
力
な
族
が
同
姓
村
を
つ
く
っ
た
こ
と
。

さ
ら
に
湖
庚
綿
布
や
地
場
産
業
(
堕
・
桐
油
・
煙
草
〉
の
取
引
が
伸
び
る
と
、

す
で
に
同
郷
出
稼
者
が
建
て
て
い
た
同
郷
禽
館
が
、
商
人
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ

の
下
、
一
商
業
結
節
の
城
銀
に
湖
康
、
一
踊
建
(
煙
草
〉
の
舎
館
網
を
庚
げ
た
こ

と
。
同
時
に
移
民
の
同
族
組
織
は
、
宗
洞
・
私
案
を
備
え
活
動
の
本
援
を
城
鎖

に
置
く
有
力
集
固
と
、
宗
洞
す
ら
も
て
ず
、
有
力
集
闘
に
経
済
基
盤
を
浸
蝕
さ

れ
る
集
幽
に
分
化
し
、
白
蓮
数
に
走
る
後
者
を
前
者
は
強
座
す
る
側
に
立
っ
た

こ
と
、
を
論
ず
る
。

B
は
幾
一
商
の
利
を
濁
占
し
た
移
住
民
地
主
の
園
練

・
郷
勇

編
成
を
中
心
に
考
察
し
、

C
は
徐
氏
は
じ
め
有
力
宗
族
が
通
婚
を
介
し
て
地
縁

に
よ
る
連
帯
を
、
局
地
内
の
勢
力
扶
植
か
ら
さ
ら
に
地
域
外
に
活
動
を
の
ば
す

経
過
を
詳
考
し
、

D
は
寅
地
調
査
に
よ
る
宗
洞
・
曾
舘
の
詳
考
を
混
え
た
雲
陽

豚
一
帯
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
あ
る
。
こ
の
論
述
の
背
後
に
西
川
正
夫
の
雲

陽
師
均
衡
陽
耐
師
、
南
渓
耐
称
、
滋
州
に
お
け
る
精
細
な
有
力
移
住
宗
一
族
の
分
析
一

森
紀
子
の
四
川
省
移
民
の
研
究
が
控
え
て
い
る
こ
と
を
特
記
し
て
お
き
た
い
。

肇
輔
問
移
住
に
つ

い
て
は
、
海
州
府
卒
和
豚
の
僻
村
か
ら
一
八
世
紀
初
に
蓬割問

彰
化
豚
に
移
り
、
は
じ
め
は
方
言
集
闘
や
宗
教
の
連
帯
を
利
し
て
地
方
反
飢
を

組
織
し
た
土
豪
と
し
て
、
や
が
て
は
義
勇
の
統
率
を
へ
て
有
数
な
紳
衿
に
成
長

し
た
霧
降
林
氏

一
五

O
年
の
歴
史
を
家
族
史
と
地
域
史
の
綜
合
の
形
で
叙
述
し

た
I
・
M
-
メ
ス
キ
ル
の
労
作
が
あ
い
仰

F

土
豪
か
ら
紳
衿
へ
の
縛
身
の
契
機
を

生
ん
だ
反
飢
の
プ

ロ
セ
ス

の
な
か
で
、
地
方
リ
ー
ダ
ー
が
親
族
、
郷
黛
、

階
級

の
上
回
流
の

「
回
路
」
を
い
か
に
組
織
し
た
か
を
論
じ
て
い
る
。

一
方
、
東
北
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移
住
と
の
か
か
わ
り
で
、
官
班
の
民
有
化
に
嘗
り
在
地
有
力
者
が
大
地
主
化
す

〔

M
M

)

る
経
緯
を
詳
考
し
た
江
夏
由
樹
の
一
連
の
堅
寅
な
労
作
が
あ
る
。

お

わ

り

tこ

地
域
の
移
住

・
流
通
史
が
多
く
の
内
外
聞
宇
者
の
研
究
の
焦
黙
と
な
っ
て
き
た

こ
と
は
、
最
近
の
詳
細
な
楢
案
類
の
公
開
、
野
外
調
査
の
可
能
性
に
促
さ
れ
て

い
る
と
も
い
え
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
人
間
社
舎
の
構
造
総
盤
に
目
が

ホ

リ

ズ

ム

カ

ル

チ

忌

ヲ

ル

ν
ヲ
テ
イ
グ
イ
テ
イ

向
か
い
、
「
全
堕
論
」
と
「
文
化
的
相
針
主
義
」
を
共
有
す
る
研
究
者
が
抽
唱

え
、
か
つ
て
馴
染
ん
で
き
た
「
儒
敬
社
舎
」
、
「
水
利
社
舎
L

、
「
郷
紳
祉
曾
」
、

「
侮
統
社
禽
」
、「
大
体
統
と
小
停
統
」
、

「
近
代
化
論
」
阻
式
、
「
設
展
段
階
論
」

岡
式
、
「
デ
ス
ポ
テ
イ
ズ
ム
」

図
式
、
「
階
級
分
析
」
手
法
、
「
村
落
共
同
鰻
」

構
想
な
ど
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
概
括
や
分
析
装
置
に
つ
き
、
大
な
り
小
な
り
限

界
性
が
意
識
さ
れ
、
そ
の
見
直
し
の
質
路
方
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
地
域
史
な
い

し
地
方
史
が
、
知
識
の
空
白
を
埋
め
る
上
で
の
新
し
い
意
義
を
も
ち
つ
つ
あ

司
令
。

演
下
武
志
編
『
シ
リ
ー
ズ
・
世
界
史
へ
の
聞
い
3
移
動
と
交
流
』
(
一
九

九

O
岩
波
書
庖
)
、
岸
本
美
緒
編
『
ア
ジ
ア
史
か
ら
の
聞
い
・
ア
イ
デ
ン
テ

ゴ
ア
ィ

l
複
合
と
地
域
社
曾
・
第
二
部
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
の
移
動
と
枇

舎
袋
容
』

(
一
九
九
一
山
川
出
版
社
)
に
は
そ
の
一
端
が
見
ら
れ
る
。

地
域
社
舎
に
目
を
注
ぐ
我
図
研
究
者
の
関
心
の
推
移
は
、
谷
川
道
雄

・
網
野

善
彦
『
交
感
す
る
中
世
』
(
一
九
八
八
ユ
ニ
テ
〉
ほ
か
一
連
の
文
部
省
科
拳

研
究
費
研
究
報
告
で
示
さ
れ
、
森
正
夫
の

「
中
園
前
近
代
史
研
究
に
お
け
る
地

域
社
舎
の
親
貼
」
(
名
古
屋
大
皐
文
筆
部
研
究
論
集
八
一
一
一
一
九
八
二
・

三
〉

で
整
理
さ
れ
た
。
だ
が
上
回
D
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
な
、
方
法
と
貧
慢
と
の

橋
渡
し
の
不
鮮
明
が
残
っ
て
い
る
。

三
つ
の
問
題
が
そ
こ
に
あ
る
。
一
つ
は
西
欧
の
地
方
史
が
政
治
史
と
紋
別
し

て
育
っ
た
の
に
反
し
、
園
家
と
祉
曾
の
(
階
級
〉

関
係
は
中
園
祉
舎
史
の
重
要

課
題
で
あ
り
つ
づ
け
る
の
だ
が
、
階
級
階
層
分
化
は
た
だ
ち
に
血
縁
地
縁
ボ
ン

ド
を
解
慢
さ
せ
ず
、
む
し
ろ
卒
等
性
と
階
層
性
を
粂
有
す
る
ポ
ン
ド
が
強
化
さ

れ
る
。

J
-
ス
コ
ッ
ト
は
「
階
級
支
配
は
制
裁
や
威
力
よ
り
も
む
し
ろ
従
属
層

の
同
意
な
い
し
受
け
身
の
屈
従
に
よ
り
寅
現
さ
れ
る
」
と
い
う
。
第
二
に
文
化

や
地
理
の
一
位
性
は
蛍
初
か
ら
あ
る
の
で
な
く
、
未
来
に
向
け
て
可
漢
の
生
成

物
で
あ
る
。
上
か
ら
下
か
ら
の
一
鰻
性
が
地
域

・
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
の
問
題
と
し

て
、
い
か
に
い
っ
寅
鐙
を
も
っ
て
き
た
の
か
は
ま
だ
自
明
で
な
い
。
第
三
は
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ノ
1

ダ
ル
組
織
の
関
係
で
あ
る
。
地
方
と
地
域
が
ど
う
接
合
す

る
の
か
だ
け
で
な
く
、
ヤ
ヌ
ス
・
フ
ェ
イ
ス
の
人
脈
論
だ
け
で
は
村
と
地
域
、

村
と
閣
を
つ
な
ぐ
イ
ン
タ
ー
-
フ
ェ
イ
ス
を
つ
な
ぐ
祉
舎
ル

l
ト
は
見
え
ず

(
C
・
ス
ミ
ス
)
、
立
陸
的
な
構
図
と
多
獲
量
分
析
手
法
を
用
意
す
べ
き
で
あ

る。
公
卒
に
み
て
、
二
ハ
世
紀
以
降
に
移
住
や
流
通
を
捲
き
こ
む
地
域
社
曾
受
容

が
、
課
題
と
し
て
の
重
要
性
を
自
究
さ
れ
な
が
ら
、
知
識
の
空
白
は
ま
だ
多

い
。
華
北
慣
行
調
査
と
い
う
遺
産
を
生
か
す
方
途
も
あ
る
が
、
そ
の
前
に
侵
略

戦
争
か
ら
七
八
年
ま
で
の
空
白
の
痛
手
を
考
え
、
そ
の
聞
に
む
し
ろ
海
外
で
蓄

え
ら
れ
た
経
験
事
貨
や
関
連
す
る
方
法
を
吸
収
し
、
書
誌
を
整
え
、
人
類
同
学
者

や
祉
曾
象
者
に
語
り
か
け
、
よ
り
公
卒
で
関
か
れ
た
討
論
を
積
み
上
げ
る
方
向

に
向
う
べ
き
だ
ろ
う
。
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